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４特集いつでもチャレンジ可能な社会の生涯学習

「新たなチャレンジが可能となる地域におけるワンストッフ°サービスの構
築」が挙げられた。
現在，地域において「大学，専修学校，生涯学習センター，公共職業能力
開発施設等の様々な教育訓練機関」があるが，それぞれ個別の領域の中に留
まっており，再就職，起業等新たなチャレンジをしようとする人々が必要な
支援を十分に受けられる環境にない。このため，これら多様な機関・施設が
連携することで，地域の身近な場所の窓口で人材の募集や教育訓練等の情報
が得られ,｢再チャレンジ｣について相談できる仕組みの具体化を求めている。
一方，平成l9年の中央教育審議会中間報告「新しい時代を切り拓く生涯学
習の振興方策について」（以下，「中教審中間報告｣）では，この「地域におけ
るワンストッフ°サービスの構築」を生涯学習支援の観点から読み替え，「『学
び』の機会を総合的に提供・支援するシステムの構築」を提案した。具体的
には，大学，専修学校，企業,NPO,行政部局等の連携によって，「就業・
起業やボランティア活動等社会参加等の新たなチャレンジをしようとする人
に対し」「キャリア形成支援を含めた学習相談を行うとともに，必要な知識・
技術が修得できる学習機会を」提供する「学習相談から社会参加までを一貫
して支援する学習支援システム」の意である。
中間とりまとめの指摘をこえて，就労支援のみならず，ボランティア活動

であろうと,NPO活動であろうと人々の新たな活動（チャレンジ）を「学
習成果の活用」として支援する仕組みである。

ｌ生涯学習政策の転換と「再チャレンジ」支援

(l)学習成果の「評価」と「活用支援」
生涯学習政策と「再チャレンジ」支援策との交差を見るために，これまで
の経過と課題について概観したい。
臨教審第二次答申(2)は「生涯学習体系への移行」の節の中で，「人間の評

価が形式的な学歴に偏っている状況を改め,どこで学んでも,いつ学んでも，
学習の成果が適切に評価され，多面的に人間が評価されるように人々の意識
を社会的に形成していくこと」が必要と説いたが，学習機会の整備・提供と
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６特集いつでもチャレンジ可能な社会の生涯学習

政が支援する必要があるかという本質的な問題を内包しているのだが）はあ
る種棚上げされ，政策の重点はいわゆる青少年，子どもや家庭をめぐる社会
的課題の解決への対応に否応なく移った。一方，平成lO(1998)年の特定非営
利活動促進法を契機としたボランティア活動,NPO活動の活発化や「新た
な公共」という理念など，生涯学習政策を学習者個人の視点とともに社会の
視点から照射する，言わば社会との接点をめぐる論点がここ数年で浮上し強
調されてきた｡｢生涯学習に関する審議のあり方というものが曲がり角に来て
いるかなと」「どちらかというと国民一人ひとりの潜在,顕在の生涯学習ニー
ズに対して，どういうふうにそれに対応していくかという，ある意味，顧客
満足型の生涯学習政策の展開だった」が，社会環境が整ってきた今日，「国と
して，日本として何が課題なのか，その課題解決のために生涯学習という，
この方策，予算を活用して，どういうふうに我々は向かっていくのか」とい
う中教審委員の発言(3)はこの間の事情を端的に示している。
平成16(2004)年中教審審議経過の報告(4)を踏まえ,3年後の中教審中間報

告では「今後の生涯学習振興方策の基本的な考え方」として，「個人の要望」
に対して「社会の要請」を，「生きがい・教養」に対して「『職業的知識・技
術』を習得する学習」（の強化）を対置させている。前者がこれまでの生涯学
習政策の中心課題や実態であった｡｢個人の要望と社会の要請のバランスの確
保」という表現で緩衝されているが，現実にはこれまで後者に関する施策が
殆ど取り組まれなかったことを考えれば，ある意味，生涯学習政策の転換を
強く示唆していると言える。中間報告では，学習の成果が「適正に評価」さ
れる社会をこえ「適切に生かすことができる」社会の実現(教育基本法第３条
参照)，「国民一人一人の資質･能力の向上を通して，社会全体の活性化を図っ
ていく生涯学習社会の実現」を目指すことが極めて重要とも指摘している。
池田秀男は今日，少子高齢化など社会の大きな変化の中，「厚生・労働・社
会・福祉対策などに含まれる『学習要素』の重要性から，従来とは違った新
しいタイプ°の生涯学習の『オポチュニティ（機会)』は拡大される傾向にある」
一方,｢従来型の社会教育をベースとする生涯学習政策の対応には限界があり，
いまあらためて生涯学習の生き残りをかけたパラダイムの見直しと新しい理
論枠組に基づく施策の推進が求めれらている」と指摘している。
池田が当面の検討課題として挙げた「学習参加者の希望と意欲を育み」「学
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10特集いつでもチャレンジ可能な社会の生涯学習

域内の学習活動の活発化をもって生涯学習支援の目的とするなら奨励的評価
で十分とも言える（例えば「あおもり県民カレッジ」は学生数，万人を誇り，
そこから「学生」の自主的な学習活動や社会参加の取組がうまれる「学びの
共同体」として十二分の役割を果たしている)。要は行政としてそこで充足す
るかどうかである。
なお，この「再チャレンジ学習支援システム」で支援すべき「キャリア」

の範囲もここで明確にしておく必要があるだろう。特に「ボランティア等社
会参加」をどう捉えるかである。例えば河野真理子(2004)(9)は，ボランティ
アとキャリアの位置づけについて，キャリアとは「他者から評価されること
で成り立」ち，「対価を支払うべき価値あるサービスを，無償で提供し貢献し
た場合は，ボランティアもキャリアに入る」としている。本システムにおい
ても従来の「生きがいとして何となくボランティアがしたい」といった漠と
したものまでを「キャリア」には含めず，ある程度の責任と自律をもって（同
時に專門的な知識や技術をもって）社会との接点を求めるものに限った方が
よい（でなければ，また「暖昧」の中に)。
従来の「入口」を起点とした社会教育行政の延長としての対応では「出口」
支援は困難であろう。「出口」を起点にどのような支援が必要か，どのような
仕組みが有効かを検討する新しい視点，方法論が求められる。現時点におい
て幾つか考察してみる。

３「再チャレンジ学習支援システム」構築をめぐる幾つ
かの視点

(l)学習者の「希望と意欲」と社会参加
群馬県生涯学習センターでは平成l4(2002)年度から「群馬キャリアデザイ
ン支援事業｣(１０)の取り組みを進めている。「自分のキャリア（生き方・働き
方)は自分でデザインするそして自分の地域は自分でつくる」をテーマに，
「『職業人』中心の生き方から，『個人』としても『地域人』としても自己成
長や自己実現を目指して，必要な能力の開発・向上を図る」ことによって，
（地域）社会との接点を学習者自らが求め行動することの支援を目的として
いる。平成l8年度には「個人としてのキャリアデザイン支援」「地域人として
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1２特集いつでもチャレンジ可能な社会の生涯学習

いる不自然さがあり（現場では人生相談的なものも含め対応しているようだ
が)，消化不良のまま，ほぼ学習機会情報の橋渡し役と大差ない状況となって
いる（学習以前を学習相談ではなく講座として引き受けたのが「群馬キャリ
アデザイン支援事業｣)。
中教審中間報告では「キャリア形成支援を含めた学習相談｣，「社会人の学

び直しの相談から学習後の社会参加までのカウンセリングを含めた学習相
談」を行う学習相談員の育成が必要と指摘されているが，ここで指摘されて
いる学習相談の内容・方法，学習相談員に求められる能力については未だ明
確なものがない。
山本恒夫は，今後の社会の流動化によって，人々の転職や起業など職業間

の移動やボランティアなど社会的活動間の移動が盛んになる（ボランティア
がNPO活動に,NPO活動がそのまま職業にといった具合に）との予測を
行い，両者を合わせて「仕事移動」と定義し，学習以前に「仕事移動」をめ
ぐる個々人の希望・可能性について「診断」する「仕事移動診断の構想化」
を提唱している('3)。主に若年者の就労支援を論じた別稿では，「学習を始め
る前にある程度転職・再就職の方向を見定め，どのような学習が必要かを学
習者が知ることへの支援は殆ど行われていない｣，「学習を始める前の対応策
はまだ手つかずのままになっている」とも指摘している(14)。このことは若年
者に限らずあらゆる層の人々に，また就労に限らず社会参加を含めたあらゆ
るキャリア形成に該当するものと言える。また中教審中間報告では「職業教
育の重要性に鑑み」としてキャリア・コンサルタント制度(15)の活用を提言
し，具体的には（学習相談員との）養成カリキュラムの一部相互乗り入れの
検討も示唆している。
キャリア・コンサルタントは現在，短期間に５万人近くの有資格者が生ま

れ活躍している。近年，「キャリア」は宮城まり子(2006)(16)のように幅広
い視野で捉えられており，キャリア・コンサルタントに必要な能力の見直し
の中でも，「職業だけでなく，ボランティア活動等の職業以外の活動を含むも
のであることを十分に理解する」とある(17)。
学習相談員の実態が伴わない現状の中，キャリア．コンサルタントとの役
割分担と連携についての研究は急務である。



｢再チャレンジ支援」と生涯学習政策１３

（３）教育プログラムと「評価」の循環
学習成果の評価についても，学習成果の活用支援の目的が明確になったこ
とで具体性が見えてきている。目的が明確になれば手段・方法も明確化され
る。換言すれば求められるキャリアが明確であればあるほど，実現するため
に必要な能力も学習も明らかになり，そのための評価方法も確定できる。
平成19年に学校教育法が改正され（第105条),「大学等によって提供される
比較的短期の教育プログラムを受講して得られた学習の成果に対し，学位以
外の一定の『履修証明』を与える取組」が制度化された。これによって大学
等（専修学校においても同様の措置が可能に）が特定の職業や仕事のために
必要な能力育成を行う実践的な教育う°ログラムを提供し，その学習の成果を
客観的に証明する手立てが得られたことになる。「再チャレンジ」支援策に登
録された大学等における「実践的な教育コース（う．ログラム)」の評価を「履
修証明」で行うことが可能となり，そのためのう°ログラム開発を大学に委託
する国（文部科学省）の新規事業（｢社会人の学び直しニーズ対応教育推進プ
ログラム｣）も始まっている。
これらは，評価する仕組みの確立と同時に評価する対象（実践的な教育う°
ログラム）自体の拡充を図るものであり，質の高いう°ログラムが出来ればま
たその評価の社会的信用度が高まり，社会的信用度が高まればプログラムの
受講者が増えるという循環による，大学等の生涯学習支援「市場」の活性化
が意図されている。加えてプログラム開発は地域の企業等のニーズや協力等
を踏まえて行われる，言わば「需要」を見越した「供給」である（随分とあ
る種世知辛い施策かとは思うが，他省庁の施策においてこのような手法を採
用する例は意外と多い。今後，教育政策においても経営的な視点が求められ
てくる)。
「再チャレンジ学習支援システム」においても，その持つ專門的な学習資

源から大学，専修学校の果たす役割は大きいが，従来型の趣味・教養，学習
者の交流を主とした公民館等の講座との連携を意図しつつ，上記の様な仕組
みをどのように構築すべきであろうか（中教審中間報告では「登録生涯学習
検定制度（仮称)」の構想を提案)，また必要であろうか。
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